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文
芸
コ
ー
ナ
ー

一
　
荻
生
徂
徠
と
郷
土

『
徂
徠
先
生
年
譜
』
に
よ
れ
ば

徂
徠
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）

二
月
十
六
日
に
江
戸
二
番
町
（
現

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
）
に
生

ま
れ
、
幼
名
は
伝
二
郎
と
名
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
徂
徠
生

誕
三
百
五
十
年
の
節
目
の
年
に
当

た
り
、
何
か
の
縁
あ
っ
て
か
、
徂

徠
の
兄
春し

ゅ
ん
ち
く
竹
の
書
簡
が
下
太
田
の

篠
崎
家
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
徂
徠
の
母
の
墓
も
本
納
ス

ポ
ー
ツ
広
場
奥
か
ら
近
く
の
龍
教

寺
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

秋
に
は
本
納
公
民
館
で
徂
徠
の
資

料
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
徂

徠
と
郷
土
と
の
関
わ
り
は
、
延
宝

七
年
（
一
六
七
九
）
徂
徠
が
十
四

歳
の
時
、
医
師
で
あ
る
父
親
の
方

庵
が
後
に
五
代
将
軍
と
な
っ
た
徳

川
綱
吉
の
怒
り
に
触
れ
、
江
戸

を
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
父
母
ら
と
共
に
、
当
時
の
本

納
村
に
や
っ
て
き
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
本
納
村
で
暮
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
訳
は
、
徂
徠
の
母
方
の
祖

父
で
あ
る
鳥
居
水
右
衛
門
忠
重
の

俳
　
句�

し
ゃ
ぼ
ん
玉
虹
色
に
飛
ぶ
あ
ぜ
道
に	

時
女　

礼
子

短
　
歌

ひ
だ
ま
り
に
若
き
日
を
思
い
た
だ
一
人

　
　

か
な
た
の
友
の
無
事
を
祈
る
日	

霜
田　

友
惠

昇
り
来
る
新
し
き
陽
を
君
と
見
る

　
　

水
仙
香
る
房
総
の
宿	

山
本　

明
美

ふ
き
の
と
う
友
人
山
で
摘
ん
で
く
れ

　
　

天
ぷ
ら
食
し
春
を
感
じ
て	

仲
村
美
年
子

川
　
柳

し
だ
れ
桜
誘
っ
て
自
撮
り
す
る
花
見	

木
内
富
美
子

寝
た
き
り
も
行
方
不
明
も
居
る
長
寿	

福
田　

研
治

通
学
路
春
を
呼
び
込
む
ラ
ン
ド
セ
ル	

藤
橋　

由
裕

招
か
ざ
る
花
粉
も
交
じ
る
春
の
使
者	

道
譯　

賢
一

子
の
寝
言
覗
い
て
見
た
い
夢
の
中	

吉
野
千
枝
子

ラ
イ
バ
ル
は
息
子
パ
ソ
コ
ン
敵
わ
な
い	

川
村　

亮
二

シ
ン
プ
ル
な
孫
の
絵
顔
に
つ
く
手
足	

今
井
ひ
さ
し

人
は
皆
余
白
残
し
て
旅
に
出
る	

風
間　

敬
造

さ
く
ら
舞
う
友
の
笑
顔
に
め
ぐ
り
逢
う	

鳥
海　

久
子

▲荻生徂徠勉学の地

閑
居
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

本
納
字
新
南
地
に
は
徂
徠
が

十
三
年
程
生
活
し
た
「
荻
生
徂
徠

勉
学
の
地
」
が
あ
り
、
千
葉
県
指

定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二 

諸
書
に
見
え
る
荻
生
徂
徠

『
鳥
居
氏
由
緒
書
系
図
』（
茂
原

市
本
納
鳥
居
家
所
蔵
）
や
荻
生

家
の
『
先
祖
書
全
』（
白
子
町
荻

生
家
所
蔵
）
に
は
、
江
戸
で
活

躍
し
た
徂
徠
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
徂
徠
は
元
禄
九

年
（
一
六
九
六
）
に
幕
府
側
用
人

の
柳
沢
吉
保
に
仕
え
、
将
軍
綱
吉

や
八
代
将
軍
吉
宗
等
に
御
目
見
え

し
、
講
義
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
季
節
に
応
じ
て
着
用
す
る

衣
服
金
銭
等
を
入
れ
る
巾
着
袋
、

薬
類
を
入
れ
る
印
籠
等
を
貰
い

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
儒
学
者

と
し
て
活
躍
し
た
徂
徠
に
つ
い
て

は
、
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
に
対

す
る
処
分
の
進
言
や
落
語
の
ネ
タ

に
な
っ
て
い
る
「
徂
徠
豆
腐
」
が

有
名
で
す
が
、『
蘐け

ん
え
ん
ざ
つ
わ

園
雑
話
』
に

は
次
の
よ
う
な
挿
話
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。「
徂
徠
が
赦
免
さ

れ
て
上
総
か
ら
江
戸
へ
帰
っ
た
と

き
、
芝
の
豆
腐
屋
に
い
た
が
、
そ

の
頃
殊
の
外
貧
し
く
、
豆
腐
屋
の

主
人
が
よ
く
世
話
を
し
て
く
れ
た

の
で
、
柳
沢
侯
に
仕
え
て
以
来
三

人
扶
持
の
米
を
一
生
豆
腐
屋
に
与

え
た
云
々
」
と
あ
り
、「
徂
徠
豆

腐
」
が
全
く
の
創
作
で
は
な
い
こ

と
が
分
り
ま
す
。

徂
徠
は
、
享
保
十
三
年
（
一
七 

二
八
）
一
月
十
九
日
に
六
十
三
歳

で
逝
去
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
直

前
に
吉
宗
か
ら
、「
ウ
ニ
カ
ウ
ル
」

と
い
う
高
価
な
生
薬
を
賜
っ
た
こ

と
が
、
諸
書
に
記
さ
れ
て
お
り
、

将
軍
か
ら
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
が
誇
る
偉
人
の
研
究
が
、

さ
ら
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。

茂
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江
戸
時
代
の
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学
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お         

ぎ
ゅ
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そ            

ら
い


